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            新しい ATA

            
               アナログ電話アダプタ（ATA）は、アナログ電話機や FAX 装置などのアナログ デバイスをネットワークに接続するためのものです。接続したデバイスは、ネットワーク内の IP 電話のように機能します。

               新しいアナログ電話アダプタ（ATA）には、2 つのインターフェイスがあります。

               
                  	
                     
                     イーサネット用の RJ45 ポート

                     
                  

               

               ATA 上に LED でステータスが示されます。

               実行内容は次のとおりです：
                  
                     	
                        
                        ATA を、同梱のコンポーネントと共に設置します。

                        
                     

                  

               

            

         
      

   
      
         
            ATA に関連付けられたデバイス

            
               
                  
                  ATA を使用して、以下の種類のデバイスをネットワークに接続します：
                     
                        	
                           
                           アナログ電話

                           
                           
                              	
                                 
                                 アナログ電話機にはソフトキーがありません。

                                 
                              

                              	
                                 
                                 アナログ電話機に表示される情報は、実際のモデルに依存します。

                                 
                              

                              	
                                 
                                 保留、再開、転送、会議電話には電話機のフラッシュ ボタンを使用します。

                                 
                              

                           

                           
                        

                        	
                           
                           アナログ テレフォニー音声デバイス

                           
                           
                              	
                                 
                                 ATA では、オーバーヘッド ページング アダプタや留守番電話機など、通常の電話をエミュレートするアナログ テレフォニー音声デバイスがサポートされています。 

                                 
                              

                           

                           
                        

                        	
                           
                           オーバーヘッド ページング システム

                           
                           
                              	
                                 
                                 オーバーヘッド ページング システムは、建物内でのアラームや一斉放送を提供します。

                                 
                              

                           

                           
                        

                        	
                           
                           ファクス機

                           
                           
                              	
                                 
                                 ATA に FAX 装置を直接接続して使用してください。FAX 装置には内線を接続しないようにしてください。また、FAX 装置にはスプリッタを使用しないでください。

                                 
                              

                              	
                                 
                                 FAX のエラーを減らすため、海外モードがあればそれを使用し、ない場合は FAX 装置の伝送速度を低く設定してください。

                                 
                              

                              	
                                 
                                 FAX 装置やモデムなどのデータ デバイスは、最適な状態で機能しないことがあります。FAX 装置やモデムで最良のパフォーマンスを実現するには、引き続き専用 PSTN 回線を使用するようにしてください。

                                 
                              

                           

                           
                        

                     

                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            Cisco ATA 191  ハードウェア

            
                                          
                  ATA 191 と 192 ATA は小型で設置しやすいデバイスです。 

                  
                  ユニットには、次のコネクタが装備されています。

                  
                  
                     	
                        
                        5V DC 電源コネクタ。

                        
                     

                     	
                        
                        2 つの RJ-11FXS（Foreign Exchange Station）ポート - お使いの ATA には、任意の標準アナログ電話デバイスと動作する、2 つの RJ-11 ポートがあります。各ポートは音声コールまたは FAX セッションのいずれかをサポートし、両方のポートを同時に使用できます。

                        
                     

                     	
                        
                        1 つの WAN ネットワークポート - RJ-45 10/100BASE-T データ ポートが 1 つ装備されており、イーサネット対応デバイスをネットワークに接続できます。 
                                          
                        
                     

                  

                  
                  
                     
                        	
                           （注）  

                        
                        	
                           
                              
                              ATA のネットワーク ポートは、全二重モードや速度について自動でネゴシエーションします。10/100 Mbps の速度および全二重をサポートしています。

                              
                           

                        
                     

                  

                  
               
            

            
            
               
                  	ATA 191 および ATA 192 上部パネル

                  	ATA 191 および ATA 192 背面パネル

               

            
            
         
      

   
      
         
            ATA 191 および ATA 192 上部パネル

            
               
                  
                  次の図に、ATA の上部にあるさまざまな LED とボタンを示します。

                  
                  
                     
                     
                        ATA 191 および ATA 192 上部パネル
                        

                     
                     
                  

                  
                  [image: images/393673.jpg]

                  
                  
                     ATA 191 および ATA 192 上部パネルの項目
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              
                              項目

                              
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                              電源 LED

                              
                              [image: images/384006.jpg]

                              
                           
                           	
                              
                              緑色で点灯：システムが正常に起動しており、使用の準備ができています。
                              

                              
                              緑色でゆっくりと点滅：システムが起動中です。
                              

                              
                              緑色で 3 回すばやく点滅してから繰り返し：システムが起動に失敗しました。
                              

                              
                              緑色ですばやく点滅: LED の動作は次の状況で発生します。
                              

                              
                              
                                 
                                 	
                                    工場出荷時の状態へのリセットが検出されたとき。
工場出荷時の状態にリセットするには、RESET ボタンを 10 秒間長押しします。
                                 

                                 
                                 	
                                    
                                    工場出荷時の状態へのリセットが正常に実行されます。

                                    
                                 

                                 
                              

                              
                              消灯：電源はオフです。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              ネットワーク LED

                              
                              [image: images/384007.jpg]

                              
                           
                           	
                              
                              緑色で点滅：WAN ポートを介してデータを送信/受信中です。
                              

                              
                              消灯：リンクがありません。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              電話 1 LED

                              
                              電話 2 LED

                              
                              [image: images/384010.jpg]

                              
                           
                           	
                              
                              緑色で点灯：オンフックです。
                              

                              
                              緑色でゆっくりと点滅：オフフックです。
                              

                              
                              緑色で 3 回すばやく点滅してから繰り返し：アナログ デバイスの登録に失敗しました。
                              

                              
                              緑色ですばやく点滅: 工場出荷時の状態へのリセットが正常に実行されます。
                              

                              
                              消灯：ポートが設定されていません。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              問題レポート ツール（PRT）ボタン

                              
                              [image: images/393671.jpg]

                              
                           
                           	
                              
                              問題レポート ツールを使用して問題レポートを作成するには、このボタンを押します。 

                              
                              
                                 
                                    	
                                       （注）  

                                    
                                    	
                                       
                                          
                                          このボタンは電源ボタンではありません。このボタンを押すと問題レポートが生成され、システム管理者のサーバにアップロードされます。

                                          
                                       

                                    
                                 

                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              問題レポート ツール（PRT）LED

                              
                              [image: images/393671.jpg]

                              
                           
                           	
                              
                              オレンジ色で点滅：PRT は問題レポートのデータを準備しています。
                              

                              
                              オレンジ色ですばやく点滅： PRT は HTTP サーバに問題レポートログを送信中です。
                              

                              
                              5 秒間緑色に点灯してから消灯：PRT レポートは正常に送信されました。
                              

                              
                              緑色ですばやく点滅: 工場出荷時の状態へのリセットが正常に実行されます。
                              

                              
                              赤色で点滅：PRT レポートのエラーが発生しました。PRT ボタンを 1 回押して点滅をキャンセルし、もう一度押して新しい PRT をトリガーします。
                              

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

            
            
               
                  	問題レポート ツール ボタン

               

            
            
         
      

   
      
         
            問題レポート ツール ボタン

            
               問題レポート ツール（PRT）ボタンは、ATA の上部パネルにあります。PRT ボタンを押すと、ネットワークのトラブルシューティング用にログファイルが作成され、サーバにアップロードされます。

               アナログ電話のユーザには、ATA デバイスの PRT ボタンを押して PRT ログ ファイルの処理を開始するよう指示できます。 

               ATA から PRT ログ ファイルをアップロードするには、次のいずれかを行う必要があります。 
                  
                     	
                        
                        ATA から PRT ログ ファイルをアップロードするための HTTP サーバを設定します。

                        
                     

                     	
                        
                        ニーズに最適なカスタマー サポート用アップロード URL を設定し、ATA に適用します。

                        
                     

                  

               

            

         
      

   
      
         
            ATA 191 および ATA 192 背面パネル

            
               
                  
                  次の図は、ATA の背面にあるさまざまなポートとボタンを示しています。

                  
                  
                     
                     
                        ATA 191 背面パネル
                        

                     
                     
                  

                  
                  [image: images/393672.jpg]

                  
                  
                     
                     
                        ATA 192—背面パネル
                        [image: images/393674.jpg]

                     
                     
                  

                  
                  
                     ATA 191 および ATA 192 背面パネルの項目
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              
                              項目

                              
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                              リセット

                              
                           
                           	
                              
                              ATA を再起動するには、ペーパー クリップなどを使用し、このボタンを短く押します。

                              
                              出荷時のデフォルト設定にリセットするには、10 秒間押し続けます。

                              
                              工場出荷時のリセットの LED 動作:

                              
                              
                                 
                                 	
                                    
                                    ボタンを約 10 秒間押し続けると、電源 LED が緑色ですばやく点滅します。
                                    

                                    
                                 

                                 
                                 	
                                    
                                    工場出荷時のリセットが正常に実行されると、すべての LED が約 5 秒間緑色ですばやく点滅します。

                                    
                                 

                                 
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              電話 1

                              
                           
                           	
                              
                              RJ-11 電話ケーブルを使用して、アナログ電話や FAX 装置に接続します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              電話 2

                              
                           
                           	
                              
                              RJ-11 電話ケーブルを使用して、2 番目のアナログ電話や FAX 装置に接続します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              イーサネット（ATA 192 のみ）

                              
                           
                           	
                              
                              イーサネットケーブルを使用して、コンピュータなどのネットワーク上のデバイスに ATA を接続します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              ネットワーク

                              
                           
                           	
                              
                              イーサネット ケーブルを使用してネットワークに接続します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              DC 5V 電源

                              
                           
                           	
                              
                              付属の電源アダプタを使用して電源に接続します。

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            新しい ATA をインストール

            
               ATA には、電源供給から、ネットワーク接続、および卓上配置用のマウントまで必要な部品がすべて付属します。
               
                  
                     始める前に

                  

                  
                  設置を開始する前に、次の品目が揃っていることを確認してください。

                  
                  
                     	
                        
                        ネットワークに接続するためのイーサネット ケーブル。

                        
                     

                     	
                        
                        ATA に接続するアナログ電話機や FAX 装置。

                        
                     

                     	
                        
                        電話機を接続するための電話ケーブル。

                        
                     

                     	
                        
                        バックアップ電源を提供するための無停電電源装置（UPS）。

                        
                     

                  

                  
               

               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           ネットワークと ATA の NETWORK ポートの間をネットワーク ケーブルで接続します。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           ATA 上の PHONE 1 ポートとアナログ デバイス（電話機または FAX 装置）とを電話ケーブルで接続します。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 3

                        
                        	
                           ATA 電源ケーブルを ATA の DC 5V POWER ポートに接続し、電源ケーブルを電源に差し込みます。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            電話アダプタ構成ユーティリティ

            
               
                  
                  [電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] Web ページを使用して、一部の電話機能を構成またはカスタマイズできます。このページの URL、ユーザ ID およびパスワードは管理者から与えられます。
                     
                  

                  
                  [構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページでは、ネットワークおよび管理設定のほか、ファームウェアバージョン、シリアル番号、メモリ使用量などの ATA に関する基本情報を表示できます。

                  
                  多くのユーザは、[電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] ページを使用して、短縮ダイヤルやコール転送などのいくつかの基本機能を設定します。これらの機能を設定するには、次の表を参照してください。

                  
                  [電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] Web ページから構成する電話機能を次の表に示します。

                  
                  
                     構成ユーティリティ機能
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              
                              特長

                              
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                              コール転送および選択的コール転送。

                              
                           
                           	
                              
                              電話機でコール転送が有効になっている場合に、コールを受信する番号を指定します。[設定ユーティリティ（Configuration Utility）] ページを使用すると、より複雑なコール転送機能（回線がビジー状態の場合の動作など）をセットアップできます。

                              
                              詳細については、コール転送の設定 または 選択的なコール転送の設定 および 電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定 を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              短縮ダイヤル。

                              
                           
                           	
                              
                              回線に電話番号を割り当てると、その相手にすばやくコールをかけることができます。

                              
                              詳細については、スピードダイヤルの設定および電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              補足サービス。

                              
                           
                           	
                              
                              コール待機、応答不可、着信 ID などの機能を構成します。

                              
                              詳細については、補足サービスの設定および電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              固有呼び出し音

                              
                           
                           	
                              
                              電話番号または回線に特定の呼び出し音を割り当てることができます。

                              
                              詳細については、固有呼び出し音の設定および電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              呼び出し音の設定

                              
                           
                           	
                              
                              コールの保留中やコールバック中など、特定の状況に特定の呼び出し音を割り当てることができます。

                              
                              詳細については、「呼出音設定」および「電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定」を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            サポートされる ATA 通話機能

            
               
                  
                  システムの構成に応じて、ATA では以下のコール機能の一部またはすべてがサポートされます：

                  
                  
                     	
                        
                        転送（在席または監視）：このタイプの転送では、転送が完了する前に転送先の相手と通話します。

                        
                        
                     

                     	
                        
                        転送（不在または非監視）：このタイプの転送では、その時点で転送が完了し、転送先の相手が応答する前に切断します。

                        
                        
                     

                     	
                        
                        私がプレゼンする可能性はありません

                        
                        
                     

                     	
                        
                        保留と保留解除。

                        
                        
                     

                     	
                        
                        発信者 ID。

                        
                     

                     	
                        
                        コール待機。

                        
                        
                     

                     	
                        
                        コール ピックアップ。

                        
                     

                     	
                        
                        短縮ダイヤル。

                        
                     

                     	
                        
                        保留音。

                        
                     

                     	
                        
                        共有回線。

                        
                     

                     	
                        
                        ボイスメール：この機能には視覚的なインジケータがありません。受話器を上げた時にメッセージ待機音が聞こえる場合は、ボイス メッセージがあることを示しています。大型 LCD 画面のある一部のアナログ電話機では、ボイスメール アイコンが表示されることがあります。

                        
                        
                     

                     	
                        
                        コール転送。

                        
                        
                     

                     	
                        
                        リダイヤル。

                        
                        
                     

                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            	
            Chapter2. 新機能および変更された機能に関する情報
            

            	
            	
            
            
            
               
                  	ファームウェア リリース 11.2(4) の新機能および変更

                  	ファームウェアリリース 11.2(2) および 11.2(3) の新機能および変更

                  	ファームウェア リリース 11.2(1)の新機能および変更
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            ファームウェアリリース 11.2(2) および 11.2(3) の新機能および変更
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            ファームウェア リリース 11.2(1)の新機能および変更
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            Chapter3. 機能の設定
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                  	電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定
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                  	選択的なコール転送の設定

                  	スピードダイヤルの設定

                  	補足サービスの設定

                  	固有呼び出し音の設定

                  	呼出音設定

               

            
            
         
      

   
      
         
            電話アダプタ構成ユーティリティ

            
               
                  
                  [電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] Web ページを使用して、一部の電話機能を構成またはカスタマイズできます。このページの URL、ユーザ ID およびパスワードは管理者から与えられます。
                     
                  

                  
                  [構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページでは、ネットワークおよび管理設定のほか、ファームウェアバージョン、シリアル番号、メモリ使用量などの ATA に関する基本情報を表示できます。

                  
                  多くのユーザは、[電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] ページを使用して、短縮ダイヤルやコール転送などのいくつかの基本機能を設定します。これらの機能を設定するには、次の表を参照してください。

                  
                  [電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] Web ページから構成する電話機能を次の表に示します。

                  
                  
                     構成ユーティリティ機能
                     
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              
                              特長

                              
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                              コール転送および選択的コール転送。

                              
                           
                           	
                              
                              電話機でコール転送が有効になっている場合に、コールを受信する番号を指定します。[設定ユーティリティ（Configuration Utility）] ページを使用すると、より複雑なコール転送機能（回線がビジー状態の場合の動作など）をセットアップできます。

                              
                              詳細については、コール転送の設定 または 選択的なコール転送の設定 および 電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定 を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              短縮ダイヤル。

                              
                           
                           	
                              
                              回線に電話番号を割り当てると、その相手にすばやくコールをかけることができます。

                              
                              詳細については、スピードダイヤルの設定および電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              補足サービス。

                              
                           
                           	
                              
                              コール待機、応答不可、着信 ID などの機能を構成します。

                              
                              詳細については、補足サービスの設定および電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              固有呼び出し音

                              
                           
                           	
                              
                              電話番号または回線に特定の呼び出し音を割り当てることができます。

                              
                              詳細については、固有呼び出し音の設定および電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              呼び出し音の設定

                              
                           
                           	
                              
                              コールの保留中やコールバック中など、特定の状況に特定の呼び出し音を割り当てることができます。

                              
                              詳細については、「呼出音設定」および「電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定」を参照してください。
                              

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            電話アダプタ構成ユーティリティを使用した電話機能の設定

            
               
                  
                  [電話アダプタ構成ユーティリティ（Phone Adapter Configuration Utility）] ページを使用して、短縮ダイヤル、コール転送、応答不可などのいくつかの基本機能を設定します。 

                  
               
               
                  
                     始める前に

                  

                  
                  機能を設定する前に、対応する設定ページを確認する必要があります。

                  
               

               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           ユーザとして電話アダプタ構成ユーティリティにサインインします。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           [音声（Voice）] > [ユーザ（User）] を選択します。
                           

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 3

                        
                        	
                           機能ペインに移動し、フィールドを設定します。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 4

                        
                        	
                           [保存（Save）] をクリックします。
                           

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            コール転送の設定

            
               
                  
                  電話機の回線にかかってきたコールを別の電話番号に転送することができます。コール転送は、電話回線ごとに設定します。コール転送が有効でない回線にコールがかかってきた場合、通常どおりコールの呼出音が鳴ります。

                  
                  コールを転送するには、次の 2 つの方法があります。 

                  
                  
                     	
                        
                        すべてのコールを転送する

                        
                     

                     	
                        
                        電話機がビジー状態の場合、または応答がない場合など、特殊な状況でコールを転送する

                        
                     

                  

                  
                  コール転送は、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保存（Save）] をクリックしてリビジョンを保持します。
                  

                  
                  コールが転送されると、コールが新しい番号に転送される前に短い呼び出し音が聞こえます。

                  
                  次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから構成するコール転送設定を示します。

                  
                  
                     コール転送の設定
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              
                              フィールド名 

                              
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                           	
                              
                              使用上のガイドライン

                              
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                              [不在転送宛先（Cfwd All Dest）]

                              
                           
                           	
                              
                              すべてのコールの転送の宛先。 

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              すべての着信コールを別の電話番号に転送する場合に使用します。転送されたコールを受信する番号を入力します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [無応答時転送宛先（Cfwd No Ans Dest）]

                              
                           
                           	
                              
                              無応答時の転送宛先。

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              最初の選択肢が応答しない場合に、コールを別の人に転送する場合は、[不在転送宛先（Cfwd All Dest）] と一緒に使用します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [話中転送宛先（Cfwd Busy Dest）]

                              
                           
                           	
                              
                              話中転送宛先。

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              最初の選択が別のコール中である場合に、コールを 2 番目の人に転送する場合は、[不在転送宛先（Cfwd All Dest）] と一緒に使用します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [無応答時転送遅延（Cfwd No Ans Delay）]

                              
                           
                           	
                              
                              無応答時の転送遅延。

                              
                              デフォルト設定：20

                              
                           
                           	
                              
                              無応答時転送がトリガーされるまでの遅延（秒単位）。

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            選択的なコール転送の設定

            
               
                  
                  常にコールを転送する最大 8 つの電話番号のリストを作成できます。これらの番号のいずれかからコールが発信されると、呼び出し音が聞こえ、コールが新しい番号に転送されます。

                  
                  コール転送選択発信者設定を入力する場合は、任意の 1 桁の数字に一致する ? を使用するか、または数字の範囲に一致する * を使用できます。次に例を示します。 
                     
                        	
                           
                           1408*：電話番号が 1408 で始まる場合、コールは対応する宛先に転送されます。 

                           
                        

                        	
                           
                           1512???1234：電話番号が 1512 で始まり 1234 で終わる 11 桁の番号である場合、コールは対応する宛先に転送されます。

                           
                        

                     

                  

                  
                  また、最後に受信したコールを転送したり、最後のコールをブロックしたりすることもできます。 

                  
                  選択的コール転送は、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保存（Save）] をクリックしてリビジョンを保持します。
                  

                  
                  次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから構成するコール転送設定を示します。

                  
                  
                     選択的なコール転送の設定
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              
                              フィールド名 

                              
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                           	
                              
                              使用上のガイドライン

                              
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                              [コール転送選択的 1-8 発信者（Cfwd Sel1-8 Caller）]

                              
                           
                           	
                              
                              コール転送選択的発信者

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              リダイレクトする電話番号を入力します。

                              
                              電話番号がエントリと一致すると、コールは対応するコール転送選択的宛先に転送されます。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [コール転送選択的 1-8 宛先（Cfwd Sel1-8 Dest）] 

                              
                           
                           	
                              
                              コール転送選択的宛先

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              転送されたコールを受信する電話番号を入力します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [コール転送最終発信者（Cfwd Last Caller）]

                              
                           
                           	
                              
                              コール転送最終発信者

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              最終発信者の電話番号を入力します。

                              
                              この発信者は、コール転送最終を使用してコール転送最終宛先にアクティブに転送されます。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [コール転送最終宛先（Cfwd Last Dest.）]

                              
                           
                           	
                              
                              コール転送の最終宛先

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              コール転送最終発信者の宛先。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [最終発信者をブロック（Block Last Caller）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              最終発信者の番号。この発信者は、[最終発信者をブロック（Block Last Caller）] サービスによってブロックされます。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [最終発信者を受け入れる（Accept Last Caller）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              最終発信者の番号。この発信者は、[最終発信者を受け入れる（Accept Last Caller）] サービスによって受け入れられます。

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            スピードダイヤルの設定

            
               
                  
                  特定の電話回線を使用して、頻繁にコールする相手に短縮ダイヤルすることができます。

                  
                  短縮ダイヤルは、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保存（Save）] をクリックしてリビジョンを保持します。
                  

                  
                  次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから構成する短縮ダイヤルの設定を示します。

                  
                  
                     スピードダイヤルの設定
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              
                              フィールド名 

                              
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                           	
                              
                              使用上のガイドライン

                              
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                              [短縮ダイヤル 2-9（Speed Dial 2-9）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：空白

                              
                           
                           	
                              
                              頻繁にダイヤルする電話番号を入力します。

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            補足サービスの設定

            
               
                  
                  メインコール機能に加えて、ATA はいくつかの補足機能をサポートしています。これらのサービスはすべてオプションであり、管理者がこれらのサービスを無効にしている場合は利用できない場合があります。場合によっては、サービスプロバイダーが ATA 以外の手段を使用して同様の機能をサポートすることがあります。
                     
                  

                  
                  補足サービスは、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保存（Save）] をクリックしてリビジョンを保持します。
                  

                  
                  次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから構成する補足サービスの設定を示します。

                  
                  
                     補足サービスの設定
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              
                              フィールド 

                              
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                           	
                              
                              使用上のガイドライン

                              
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                              [CW設定（CW Setting）] 

                              
                           
                           	
                              
                              コール待機。

                              
                              デフォルト設定：[はい（Yes）]

                              
                           
                           	
                              
                              コール中に着信コールを通知する場合は、有効にします。 

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [CID をブロック（Block CID）] 

                              
                           
                           	
                              
                              発信者 ID をブロックします。

                              
                              デフォルト設定：[いいえ（No）]

                              
                           
                           	
                              
                              発信者 ID が有効になっている電話機から、ユーザが自分の電話番号をブロックできるようにします。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [ANC をブロック（Block ANC）] 

                              
                           
                           	
                              
                              非通知着信をブロックします。

                              
                              デフォルト設定：[いいえ（No）]

                              
                           
                           	
                              
                              コール情報を表示しないコールをブロックできます。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [DND設定（DND Setting）]

                              
                           
                           	
                              
                              応答不可。

                              
                              デフォルト設定：[いいえ（No）]

                              
                           
                           	
                              
                              電話に出たくない場合は、サイレント（DND）を使用して電話機をサイレントにし、着信コール通知を無視します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [CID 設定（CID Setting）] 

                              
                           
                           	
                              
                              発信者 ID の生成。

                              
                              デフォルト設定：[はい（Yes）]

                              
                           
                           	
                              
                              電話番号、名前、その他の説明テキストなど、発信者の識別情報を電話ディスプレイに表示する場合に有効にします。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [CWCID 設定（CWCID Setting）] 

                              
                           
                           	
                              
                              コール待機中の発信者 ID の生成。

                              
                              デフォルト設定：[はい（Yes）]

                              
                           
                           	
                              
                              この機能は、待機中のコールに ID を割り当てます。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [固有呼び出し音（Dist Ring）] 

                              
                           
                           	
                              
                              固有呼び出し音。

                              
                              デフォルト設定：[はい（Yes）]

                              
                           
                           	
                              
                              同じ電話に異なる番号を設定し、番号ごとに異なる着信音を鳴らす場合は、この機能を有効にします。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [メッセージ受信（Message Waiting）] 

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：[いいえ（No）]

                              
                           
                           	
                              
                              ボイスメールメッセージの通知を受け取る場合は有効にします。 

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [CONFCID 設定（CONFCID Setting）] 

                              
                           
                           	
                              
                              
                              デフォルト設定：[はい（Yes）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            固有呼び出し音の設定

            
               
                  
                  異なる着信音を選択して、電話機で着信コールを通知する方法をカスタマイズできます。ただし、この機能にはスクリプトと呼ばれる特定のタイプのコンピュータコードが必要です。この機能を有効にする場合は、管理者に問い合わせてください。

                  
               
            

         
      

   
      
         
            呼出音設定

            
               
                  
                  必要に応じて着信音をカスタマイズできます。たとえば、着信コール用に 1 つの呼び出し音を設定し、コールバック通知用に別の呼び出し音を設定できます。

                  
                  呼び出し音の設定は、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから設定します。次の表の情報をガイドとして使用してください。設定を入力したら、[保存（Save）] をクリックしてリビジョンを保持します。
                  

                  
                  次の表に、[構成ユーティリティ（Configuration Utility）] ページの [音声（Voice）] タブから構成する呼び出し音の設定を示します。

                  
                  
                     呼出音設定
                     
                        
                        
                        
                     
                     
                        
                           	
                              
                              フィールド名 

                              
                           
                           	
                              
                              説明

                              
                           
                           	
                              
                              使用上のガイドライン

                              
                           
                        

                     
                     
                        
                           	
                              
                              [デフォルト呼出音（Default Ring）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：1

                              
                           
                           	
                              
                              着信コール用に 8 種類の着信音のいずれかを選択できます。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [デフォルト CWT（Default CWT）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：1

                              
                           
                           	
                              
                              コール待機用に 8 種類の着信音のいずれかを選択できます。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [保留リマインダ着信音（Hold Reminder Ringtone）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：8

                              
                           
                           	
                              
                              保留中のコールに 8 つの異なる着信音のいずれかまたはなしを選択できます。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [コールバックリング（Call Back Ring）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：7

                              
                           
                           	
                              
                              コールバック通知用に 8 種類の着信音のいずれかを選択できます

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [コール転送着信音スプラッシュ長（Cfwd Ring Splash Len）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：0

                              
                           
                           	
                              
                              コール転送時の呼び出し音の長さを 0 〜 10 秒の範囲で入力します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [コールバック着信音スプラッシュ長（Cblk Ring Splash Len）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：0

                              
                           
                           	
                              
                              コールバック通知の呼び出し音の長さを 0 〜 10 秒の範囲で入力します。

                              
                           
                        

                        
                           	
                              
                              [VMWI 着信音スプラッシュ長（VMWI Ring Splash Len）]

                              
                           
                           	
                              
                              -

                              
                              デフォルト設定：0

                              
                           
                           	
                              
                              ボイスメール通知の呼び出し音の長さを 0 〜 10 秒の範囲で入力します。

                              
                           
                        

                     
                  

                  
               
            

         
      

   
      
         
            Chapter4. コール
            

            
            
               
                  	アナログ電話で通話を発信する

                  	アナログ電話機から番号をリダイヤルする

                  	短縮ダイヤル コードを使用してコールを発信する

                  	ATA 電話機で通話に応答

                  	ATA 電話機で待ち受け電話に応答する

                  	アナログ電話で通話を保留にする

                  	アナログ電話機のコールを別の番号に転送する

                  	アナログ電話機からコールを転送する

                  	アナログ電話で電話会議を開始する

                  	アナログ電話機のコール機能とスター コード

                  	アナログ電話機で緊急コールを発信する

               

            
            
         
      

   
      
         
            アナログ電話で通話を発信する

            
               
                  
                  アナログ電話機は、Cisco IP 電話と同じように動作します。

                  
               
               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           受話器を上げ、ダイヤル トーンを確認します。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           （任意） 外線発信のための数字をダイヤルし、ダイヤル トーンが聞こえるまで待ちます。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 3

                        
                        	
                           電話番号をダイヤルします。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            アナログ電話機から番号をリダイヤルする

            
               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           受話器を上げ、ダイヤル トーンを確認します。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           *07 をダイヤルします。
                           

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            短縮ダイヤル コードを使用してコールを発信する

            
               
                  
                  電話機のキーパッドで*1 と *199 の間のインデックス コードを入力することにより、短縮ダイヤルを実行できます。
                  

                  
               
               
                  
                     始める前に

                  

                  短縮ダイヤル コードは、Webex の設定 で設定します。
                  

               

               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           受話器を上げ、ダイヤル トーンを確認します。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           発信する番号の短縮ダイヤル コードをダイヤルします。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            ATA 電話機で通話に応答

            
               
                  
                  アナログ電話（ATA）は、Cisco IP 電話機と同じように動作します。

                  
               
               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           アナログ電話機の呼び出し音が鳴ったなら、受話器を上げてコールに応答します。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            ATA 電話機で待ち受け電話に応答する

            
               アクティブ コール中にコール ウェイティングが発生すると、ビープ音が一度聞こえます。
               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           フック フラッシュを実行すると、待機している発信者と話すことができます。

                           2 番目のコールに接続され、最初の発信者は保留になります。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           （任意） 最初の発信者と話すには、再度フック フラッシュを実行します。

                           以降、フック フラッシュを実行するたびに 2 人の発信者が交互に切り替わります。この方法で電話会議を行うことはできません。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            アナログ電話で通話を保留にする

            
               アクティブ コールを保留にしたり、準備が整ったときに保留中のコールを再開したりできます。
               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           アクティブな通話中にフック フラッシュを実行します。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           コールに戻るには、次のいずれかを実行します：

                           
                              	もう一度フック フラッシュを実行します。

                              	受話器を置きます。電話機の着信音が鳴ったら受話器を取ります。

                           

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            アナログ電話機のコールを別の番号に転送する

            
               
                  
                  席を離れている間も重要なコールを逃さないようにする場合は、別の電話番号にコールを転送します。

                  
               
               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           コール転送を開始するには、アナログ電話で *72 を押し、コールの転送先番号を入力し、# を押します。
                           

                           コール転送が開始されたことを示す音が聞こえます。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           コール転送を停止するには、アナログ電話から *73 を押します。
                           

                           コール転送が停止したことを示す音が聞こえます。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            アナログ電話機からコールを転送する

            
               
                  
                  コールを転送した場合、他の担当者が応答するまでは、元のコールに接続した状態を保つことができます。コールから自分を切断する前に、相手と個別に話をすることができます。

                  
                   話す必要がない場合は、転送先の相手が応答するのを待たずにコールを転送します。このアクションはブラインド転送と呼ばれます。

                  
                  また、コールから自分を切断する前に、両方の通話者の間で切り替えて、両者とそれぞれ個別に話し合うこともできます。

                  
               
               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           保留中ではないコールで、フラッシュ ボタンを押します。

                           
                              
                              これにより元のコールは保留になり、ダイヤル トーンが聞こえてきます。

                              
                           

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           次のいずれかの操作を行います。

                           
                              	
                                 
                                 転送先の相手の電話番号を入力します。

                                 
                              

                              	
                                 
                                 電話のキーパッドで *98 を押し、転送先の相手の電話番号を入力した後、# を押します。
                                 

                                 
                              

                           

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 3

                        
                        	
                           （任意） 着信音が鳴るか、相手がコールに応答するまで待ちます。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 4

                        
                        	
                           （任意） 転送先の相手が応答するまで待つ場合は、転送先の相手に電話の発信者が誰かを伝えます。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 5

                        
                        	
                           受話器を置くと、転送は完了です。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            アナログ電話で電話会議を開始する

            
               
                  
                  1 つのコールで複数の相手と話し合うことができます。

                  
               
               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           アクティブなコール中にフック フラッシュを実行します。

                           これによりコールは保留になり、ダイヤル トーンが聞こえてきます。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           2 人目の番号をダイヤルし、相手が応答するのを待ちます。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 3

                        
                        	
                           電話会議を開始するには、フック フラッシュを実行します。

                           これで、両方の通話者が参加する電話会議が開始されました。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            アナログ電話機のコール機能とスター コード

            
               
                  
                  スターコードを使用して各コール機能にすばやくアクセスできます。スターコードの例は、* 69 または * 78です。

                  
                  スターコードは、ネットワーク管理者が個々のニーズに合わせてカスタマイズします。詳細については、ネットワークの保守担当者にお問い合わせください。 

                  
               
            

         
      

   
      
         
            	
            アナログ電話機で緊急コールを発信する

            	
            	
            
            
               
                  			
                  他のコールと同じようにアナログ電話を使用して緊急コールを発信します。緊急番号にダイヤルすると、ユーザをサポートするために緊急サービスによって電話番号と場所が取得されます。

                  			
                  
                     
                        	
                           Note

                        
                        	
                           
                              				
                              コールが切断されると、緊急サービスからユーザに電話をかけなおすことができます。

                              			
                           

                        
                     

                  

                  		
               
               
                  
                     Before you begin

                  
物理的な場所を取得するようにアナログ電話（ATA 搭載）をセットアップする必要があります。緊急サービス担当者は、緊急コールを発信する際にユーザがいる場所を知っている必要があります。
               

               
                  Procedure

               

               

               
                  
                     
                        	
                           Step 1

                        
                        	
                           受話器を上げ、ダイヤル トーンを確認します。 

                        
                     

                     			
                     
                        	
                           Step 2

                        
                        	
                           緊急番号をダイヤルします。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            Chapter5. ボイスメール
            

            
            
               
                  	アナログ電話で新規音声メッセージをチェック

                  	ボイスメールの確認

               

            
            
         
      

   
      
         
            アナログ電話で新規音声メッセージをチェック

            
               
                  
                  電話機からボイス メッセージに直接アクセスすることができます。ただし、管理者がVoice Mail  アカウントを設定し、Voice Mail  システムにアクセスするように電話機をセットアップする必要があります。

                  
               
               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           受話器を取り、ダイヤル トーンを確認します。

                           断続トーンが聞こえる場合は、新しいボイス メッセージがあります。 

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            ボイスメールの確認

            
               
                  
                     始める前に

                  

                  
                  電話機からボイス メッセージに直接アクセスすることができます。ただし、管理者がボイスメールアカウントを設定し、ボイスメールシステムにアクセスするように電話機をセットアップする必要があります。各システムは若干異なりますが、管理者は通常、ボイスメッセージへのアクセスに使用する電話番号とサインイン情報を提供します。

                  
               

               
                  手順

               

               

               
                  
                     
                        	
                           ステップ 1

                        
                        	
                           ボイスメール電話番号をダイヤルします。

                        
                     

                     
                        	
                           ステップ 2

                        
                        	
                           プロンプトに従います。

                        
                     

                  
               

               

            

         
      

   
      
         
            Chapter6. 製品の安全性とセキュリティ 
            

            
            
               
                  	安全性とパフォーマンスに関する情報

                  	適合宣言

                  	シスコ製品のセキュリティの概要

                  	重要なオンライン情報

               

            
            
         
      

   
      
         
            安全性とパフォーマンスに関する情報

            

            
            
               
                  	停電

                  	外部デバイス

                  	ネットワーク輻輳時の電話機の挙動

               

            
            
         
      

   
      
         
            停電

            
               電話機を経由して緊急サービスにアクセスするには、その電話機が電力を受信する必要があります。停電が発生した場合、電源が復旧するまでは、電話サービスおよび緊急コール サービス ダイヤルが機能しません。電源の異常および障害が発生した場合は、装置をリセットまたは再設定してから、電話サービスおよび緊急コール
                  サービス ダイヤルを利用する必要があります。 
               

            

         
      

   
      
         
            外部デバイス

            
               不要な無線周波数（RF）信号および可聴周波数（AF）信号を遮断する高品質の外部デバイスを使用することをお勧めします。外部デバイスには、ヘッドセット、ケーブル、コネクタが含まれます。 

               これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑音が入ることもあります。その場合は、次の方法で対処することをお勧めします。  

               
                  	
                     				
                     RF または AF の信号源から外部デバイスを離す。 

                     			
                  

                  	
                     				
                     RF または AF の信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。 

                     			
                  

                  	
                     				
                     外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品質のケーブルを使用する。 

                     			
                  

                  	
                     				
                     外部デバイスのケーブルを短くする。 

                     			
                  

                  	
                     				
                     外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。 

                     			
                  

               

               シスコでは、外部デバイス、ケーブル、およびコネクタのパフォーマンスを保証できません。 

               
                  
                     	
                        注意    

                     
                     	
                        
                           			
                           欧州連合諸国では、EMC Directive（89/336/EC）に完全に準拠した外部スピーカ、マイクロフォン、ヘッドセットだけを使用してください。 

                           		
                        

                     
                  

               

            

         
      

   
      
         
            ネットワーク輻輳時の電話機の挙動

            
                			 		
                  		 
                  		
                  
                     	 
                        			 
                        内部ポートスキャンやセキュリティスキャンなどの管理タスク。 
 
                        		  
                     

                     	 
                        			 
                        サービス拒否攻撃など、ネットワーク上で発生した攻撃。 
 
                        		  
                     

                  
 
                  	 
               
            

         
      

   
      
         
            適合宣言

            
            
               
                  	FCC 適合宣言

                  	適合情報（ブラジル）

               

            
            
         
      

   
      
         
            FCC 適合宣言

            
               連邦通信委員会（FCC）は、次の項目に関する準拠宣言を義務付けています。

            

            
            
               
                  	FCC Part 15.21 に関する宣言

                  	FCC RF 被曝に関する宣言

                  	FCC レシーバおよびクラス B デジタル装置に関する宣言

               

            
            
         
      

   
      
         
            FCC Part 15.21 に関する宣言

            
               装置に対し、準拠に責任を負う関係者によって明示的に承認されていない変更または修正を加えると、ユーザーがこの装置を使用する権利は無効になります。

            

         
      

   
      
         
            FCC RF 被曝に関する宣言

            
               本機器は、制御されていない環境に対して規定された FCC 被曝制限に準拠しています。エンド ユーザは、特定の操作指示に従い、RF 被曝に関する準拠事項を満たす必要があります。このトランスミッタは、ユーザから 20 cm 以上離して使用する必要があり、他のアンテナまたはトランスミッタと同じ場所に配置したり、同時に操作したりすることはできません。
                  
               
                  
            

         
      

   
      
         
            FCC レシーバおよびクラス B デジタル装置に関する宣言

            
               この製品はテスト済みであり、FCC ルール Part 15 に規定されたクラス B デジタル装置の規格に準拠しています。これらの制限は、住宅地で使用したときに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射する可能性があり、指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。ただし、特定の設置条件において干渉が起きないことを保証するものではありません。
                  
               

               装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合、装置のオン/オフを切り替えると干渉を確認できます。その場合は、次の方法で干渉が起きないようにしてください。 	 

               
                  	
                     		  
                     受信アンテナの方向または場所を変更する。 		  

                     		
                  

                  	
                     		  
                     装置またはデバイスとの距離を離す。 		  

                     		
                  

                  	
                     		  
                     レシーバ以外のコンセントにその装置を接続する。 		  

                     		
                  

                  	
                     		  
                     販売店または経験豊富なラジオまたは TV 技術者に支援を要請する。 		  

                     		
                  

               

            

         
      

   
      
         
            適合情報（ブラジル）

            
               
            

         
      

   
      
         
            シスコ製品のセキュリティの概要

            
               本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他の国の法律の対象となります。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用するにあたっては、関係法令の順守に同意したものと見なされます。米国および他の国の法律を順守できない場合は、本製品を至急送り返してください。
                  
               

               米国の輸出規制の詳細については、https://www.bis.doc.gov/index.php/regulations/export-administration-regulations-ear をご覧ください。 
               

            

         
      

   
      
         
            重要なオンライン情報

            
               
                  エンド ユーザ ライセンス契約書

                  		
                  		
                  エンド ユーザ ライセンス契約書（EULA）は次の場所にあります。 https://www.cisco.com/go/eula 			
                  

                  	 
               
               
                  法規制の遵守および安全性情報

                  		
                  			
                  Regulatory Compliance and Safety Information（RCSI）は次の場所にあります。 
 			 		
                  			
                  			
                  			
                  			
                  			
                  			
                  			
                  			
                  			
                  	 	
                  			
                  			
                  			
                  	 
               
            

         
      

   
      
         
            	
            Full Cisco Trademarks with Hardware License

            
               
                  			
                  THE SPECIFICATIONS AND INFORMATION REGARDING THE PRODUCTS IN THIS MANUAL ARE SUBJECT TO CHANGE WITHOUT NOTICE. ALL STATEMENTS,
                     INFORMATION, AND RECOMMENDATIONS IN THIS MANUAL ARE BELIEVED TO BE ACCURATE BUT ARE PRESENTED WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
                     EXPRESS OR IMPLIED. USERS MUST TAKE FULL RESPONSIBILITY FOR THEIR APPLICATION OF ANY PRODUCTS. 
                  

                  			
                  THE SOFTWARE LICENSE AND LIMITED WARRANTY FOR THE ACCOMPANYING PRODUCT ARE SET FORTH IN THE INFORMATION PACKET THAT SHIPPED
                     WITH THE PRODUCT AND ARE INCORPORATED HEREIN BY THIS REFERENCE. IF YOU ARE UNABLE TO LOCATE THE SOFTWARE LICENSE OR LIMITED
                     WARRANTY, CONTACT YOUR CISCO REPRESENTATIVE FOR A COPY. 
                  

                  			
                  The following information is for FCC compliance of Class A devices: This equipment has been tested and found to comply with
                     the limits for a Class A digital device, pursuant to part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable
                     protection against harmful interference when the equipment is operated in a commercial environment. This equipment generates,
                     uses, and can radiate radio-frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instruction manual, may
                     cause harmful interference to radio communications. Operation of this equipment in a residential area is likely to cause harmful
                     interference, in which case users will be required to correct the interference at their own expense. 
                  

                  			
                  The following information is for FCC compliance of Class B devices: This equipment has been tested and found to comply with
                     the limits for a Class B digital device, pursuant to part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable
                     protection against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can radiate radio
                     frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio
                     communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular installation. If the equipment
                     causes interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment off and on, users are
                     encouraged to try to correct the interference by using one or more of the following measures: 
                  

                  			
                  
                     	
                        					
                        Reorient or relocate the receiving antenna. 

                        				
                     

                     	
                        					
                        Increase the separation between the equipment and receiver. 

                        				
                     

                     	
                        					
                        Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 

                        				
                     

                     	
                        					
                        Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

                        				
                     

                  

                  			
                  Modifications to this product not authorized by Cisco could void the FCC approval and negate your authority to operate the
                     product. 
                  

                  			
                  The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California,
                     Berkeley (UCB) as part of UCB’s public domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981,
                     Regents of the University of California. 
                  

                  			
                  NOTWITHSTANDING ANY OTHER WARRANTY HEREIN, ALL DOCUMENT FILES AND SOFTWARE OF THESE SUPPLIERS ARE PROVIDED "AS IS" WITH ALL
                     FAULTS. CISCO AND THE ABOVE-NAMED SUPPLIERS DISCLAIM ALL WARRANTIES, EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION,
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